
■満月の夜の伝説　（朗読と音楽）
日　時　９月11日㈰　 14:00開演
場　所　文化会館　夢ホール
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

■コスモホール音楽祭
日　時　９月24日㈯　13:30開演　邦楽の部
　　　　　　25日㈰　13:30開演　洋楽の部
場　所　 コスモホール（情報文化センター）
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

■清塚信也　ピアノ夢コラボ	in	ANAN
　市が保有する３台のピアノを一堂に集結し、若手ピア
ニスト清塚信也さんによる演奏会を開催します。

日　時　9月16日㈮　 19:00開演
場　所　文化会館　夢ホール
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

■劇団四季ファミリーミュージカル
「ユタと不思議な仲間たち」　チケット販売

　どんなに時代が変わっても、豊かな社会になっても、
失ってはいけないものがあります。東京から東北の農村
にやってきた転校生ユタと彼を見守る「座敷わらし」た
ちとの心の交流を描きます。

日　時　11月19日㈯　19:00開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　Ｓ席4,000円、Ａ・車椅子・親子席3,500円　
補助席3,000円（全席指定）※３歳未満は入場不可。
チケット発売　９月３日㈯ 8:30から情報文化センター
にて（３日㈯のみ、お１人様１回５枚まで購入可）
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

■山崎まさよし×西慎嗣×岡本定義
with	friend

　昨年10月に開催されたコンサートの感動をもう一
度！アナンの心を一つにして、東日本へ大きな愛を届け
るコンサートをお楽しみください。

日　時　９月10日㈯　 18:30開演
場　所　市民会館　大ホール
問い合わせは　市民会館（☎22−7000）へ

あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します

科
セ
ン
タ
ー

学

メールアドレス　science@ananscience.jp

お
も
し
ろ
科
学
実
験（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
科
学
の
不
思
議
、

原
理
、
法
則
を
楽
し
く
実
験
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～
の
２
回

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
日
中
に
見
え
る
一

等
星
や
月
、
惑
星
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。
予

約
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
後
２
時
45
分
～

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季

節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
～
、
８
時
～
、
９
時
～
の
３
回

　

９
月
12
日
㈪
の
宇
宙
の
日
を
記
念
し
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
職

員
の
方
を
お
招
き
し
、
宇
宙
開
発
に
関
係
す

る
講
演
を
行
い
ま
す
。
講
演
後
、
無
料
の
天

体
観
望
会
を
予
定
。

日
時　
９
月
17
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
映
日
時　
土
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
３
時
30
分
の
３
回

　第40回阿南市文化祭が、11月3日㈷〜５日㈯
および12日㈯、13日㈰に開催されます。ぜひ、
ご出品ください。

美術展作品
出品資格者　市内在住または出身で、市と関係の
深い方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。

▼日本画…６号〜50号で、額装か表装

▼洋画…６号〜50号で、額装

▼書道…半切以下で、表装か軸仕立て
※縦額に限ります。横額は受付できません。

▼写真…半切から全紙まででフスマ張り

▼ 彫塑・工芸・デザイン…1.5平方㍍未満、高さ
１㍍までで、展示にふさわしいように仕立てるこ
と。
出品点数　原則１人１点
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。
初めて出品される方は、会費と入会金の 2,500
円が必要です。

短歌・俳句作品
出品点数　「短歌は、１首」「俳句は、当季（秋）
雑詠２句」短歌・俳句ともに未発表のものに限り
ます。
出品方法　ハガキに住所、氏名、電話番号を明記
のうえ、短歌、俳句ともに９月15日㈭までに、
〒774−0030　阿南市富岡町西池田135番地１
文化振興課　短歌係または俳句係までお送りくだ
さい。

問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ

阿南市文化祭
出品作品の募集
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チ
余
り
あ
る
。
上
部
は
青
い
漆
塗
り
の
中
に

金
箔
を
施
し
た
鉾
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

舳
に
つ
づ
く
五
尺
は
黒
漆
の
中
に
金
箔
の

罫
線
模
様
が
あ
り
、
朱
漆
が
塗
ら
れ
た
外
板

の
上
棚
、
中
棚
と
と
も
に
淦あ
か
の
ま間
の
櫓ろ

床ど
こ

付
近

で
終
わ
っ
て
い
る
。
船
体
中
央
の
台
か
ら
下

は
左
舷
、
右
舷
と
と
も
に
朱
色
の
ラ
シ
ャ
で

作
ら
れ
た
胴
幕
が
張
ら
れ
て
い
る
。

　

艫と
も

矢
倉
下
、
舳
側
の
丸
口
と
呼
ば
れ
る
所

に
「
神
力
丸
」
と
書
か
れ
た
船
名
額
が
掛
け

ら
れ
、
そ
の
両
側
に
登
り
龍
と
下
り
龍
の
額

が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

蛭
子
神
社
は
か
つ
て
は
蛭
子
大
明
神
と
称と
な

え
ら
れ
た
が
、
明
治
三
年
十
月
十
五
日
、
蛭

子
神
社
と
改
称
さ
れ
た
。

　

黒
津
地
の
八
幡
神
社
祭
礼
の
時
、
出
来
町

の
氏
子
は
船
だ
ん
じ
り
を
曳
い
て
参
加
す
る
。

そ
の
時
、
四
隅
に
大
提
灯
を
吊
り
、
左
舷
、

右
舷
そ
れ
ぞ
れ
に
数
個
の
丸
提
灯
を
吊
る
。

　

船
屋
に
は
長
い
柄
の
手
槍
、
鉾
、
鳥
毛
な

ど
を
立
て
、
舳
の
唐か
ら

破は

風ふ

の
前
に
は
朱
塗
り

の
大
き
い
角つ
の

樽だ
る

に
酒
を
入
れ
て
据
え
る
。
そ

の
前
に
上か
み

下し
も

を
着
た
二
人
の
少
年
が
船
頭
役

に
な
っ
て
立
ち
、
船
内
で
は
大
太
鼓
、
小
太

鼓
、
鉦
、
鼓
な
ど
十
人
余
り
の
は
や
し
方
が

乗
り
、
音
頭
を
と
り
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩

く
。

　

こ
の
船
だ
ん
じ
り
の
特
殊
な
構
造
の
た
め

解
体
や
組
み
立
て
が
困
難
な
た
め
、
そ
の
ま

ま
専
用
の
倉
庫
へ
収
納
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
終
）

参
考
「
阿
南
市
の
文
化
財
」

　

出で

来き

町ま
ち

の
船
だ
ん
じ
り

　

氏
神
さ
ん
な
ど
の
祭
礼
に
、
曳
き
物
と
し

て
参
加
す
る
「
だ
ん
じ
り
」
は
徳
島
県
や
関

西
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る
名
称
で
あ
る
。
檀

尻
と
書
い
た
も
の
も
あ
り
「
だ
ん
ず
る
」
と

発
音
す
る
例
も
あ
る
。

　

全
国
的
に
は
山
、
鉾
、
屋
台
、
曳ひ
き

山や
ま

、
だ

ん
じ
り
な
ど
呼
び
名
は
異
な
る
。

　

徳
島
県
で
は
、
「
船
だ
ん
じ
り
」
の
こ
と

を
「
関せ
き

船ぶ
ね

」
と
い
う
よ
う
に
、
戦
い
く
さ
ぶ
ね船

で
あ
る

関
船
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
内
で
は
海

陽
町
大
里
八
幡
神
社
の
ほ
か
、
十
四
～
五
台

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
関
船
を
模
し
た
も
の

だ
か
ら
、
当
然
、
海
岸
地
方
に
存
在
す
る
。

　

出
来
町
の
船
だ
ん
じ
り
は
、
天
保
四
（
一

八
三
三
）
年
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
十

三
（
一
九
二
四
）
年
と
昭
和
五
十
三
（
一
九
七

八
）
年
に
そ
れ
ぞ
れ
補
修
さ
れ
て
い
る
。
補
修

箇
所
と
程
度
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

平
成
二
年
五
月
二
十
二
日
、
「
出
来
町
の
船

だ
ん
じ
り
」
（
所
有
者　

蛭
子
神
社
氏
子
）
は

阿
南
市
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
船
だ
ん
じ
り
は
全
長
七
・
四
二
メ
ー
ト

ル
、
最
大
幅
一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
舳
み
よ
し

の
長
さ

二
・
九
二
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
説
明
が
い
さ
さ
か

く
ど
く
な
る
が
、
折
角
の
機
会
な
の
で
、
あ
え

て
書
い
て
お
こ
う
。

　

舳
の
先
端
か
ら
一
・
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
所
で
、

上
棚
の
上
五
尺
に
接
す
る
所
の
幅
が
二
七
セ
ン

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
66

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
科
学
の
不
思
議
、

原
理
、
法
則
を
楽
し
く
実
験
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～
の
２
回

昼
間
の
星
の
観
望
会（
有
料
）

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
日
中
に
見
え
る
一

等
星
や
月
、
惑
星
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。
予

約
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
後
２
時
45
分
～

夜
間
天
体
観
望
会（
有
料・要
予
約
）

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季

節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
～
、
８
時
～
、
９
時
～
の
３
回

宇
宙
の
日
記
念
講
演
会（
無
料
）

　

９
月
12
日
㈪
の
宇
宙
の
日
を
記
念
し
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
職

員
の
方
を
お
招
き
し
、
宇
宙
開
発
に
関
係
す

る
講
演
を
行
い
ま
す
。
講
演
後
、
無
料
の
天

体
観
望
会
を
予
定
。

日
時　
９
月
17
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

投
映
日
時　
土
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
３
時
30
分
の
３
回

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日　
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、

20
日
㈫
、
26
日
㈪
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